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研究成果の概要（和文）：「ケアの現象学」の基礎となるべき現象学的哲学の研究に基づいて、

従来の現象学的看護理論の特徴が明らかにされ、それを踏まえ、看護ケア、心理臨床、社会福

祉、理学療法における「ケアの現象学」の展開の可能性が、一定程度、具体的に明らかにされ

た。また「ケアの現象学」の基礎として、方法論的考察がなされ、具体的なケアの事象に即し、

「事象そのもの」の方から「方法」が形成されるべきであることが明らかにされた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project, based on a study of phenomenological 
philosophy, has clarified some essential characteristics of the foregoing phenomenological 
theories of nursing, and brought out several specific ideas of developing a “phenomenology 
of caring” in the fields of nursing care, clinical psychology, social work, and physiotherapy. 
It has also been shown that the “method” of phenomenology of caring should be formed and 
fixed in terms of the “matter itself.” 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

2010 年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

2011 年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

年度    

  年度    

総 計 12,700,000 3,810,000 16,510,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学、哲学・倫理学 
キーワード：現象学、ケア、方法、記述、生きられた経験、看護、ソーシャルワーク、理学療

法 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 欧米で 1970 年代後半から現象学を用い
た看護研究が試みられるようになり、また我
が国で 1990 年代に入って看護ケア研究でさ
まざまな現象学的アプローチが行われるよ
うになるなど、本研究の背景として、看護ケ
アに関する質的研究において「現象学的アプ
ローチ」が注目されつつあるという状況があ
った。ところが、当時の看護ケア理論におけ

る「現象学的アプローチ」は、20 世紀初頭に
フッサールによって創始された「現象学」が、
ハイデガーやメルロ＝ポンティらに批判的
に受け継がれて多様に展開された事情を反
映して、きわめて多様であり、その方法も容
易には見通し難い状況にあった。 
 
(2) 研究代表者は、平成 18(2006)年度から平
成 20(2008)年度まで科学研究費補助金によ
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る基盤研究「「いのち・からだ・こころ」を
めぐる現代的問題への応用現象学からの貢
献の試み」の研究代表者として、「いのち」「か
らだ」「こころ」をめぐるさまざまな現代的
問題への現象学的視点からの応用諸研究の
試みを統括するとともに、自らは看護ケア理
論における現象学的アプローチの解明とそ
こに見出される問題点の考察に携わり、看
護ケア理論に用いられる現象学の思想を概
説した論考「現象学とは何か――看護ケア理
論における現象学的アプローチの理解のた
めに――」（『緩和ケア』第 17 巻第 5 号、青
海社、2007 年）などを公にした。けれども、
この研究プロジェクトは、現象学を専門とす
る研究者のみによるものであったため、看護
ケアの現象学にさらに深く取り組むために
は、まさに看護学研究者や看護の現場従事者
とのさらに密接な連携が欠かせないことが、
次第に明らかになってきていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、歴史的な現象学の思想運動
の流れを踏まえ、まずもって看護ケア理論に
おいて従来試みられてきた種々の現象学的
アプローチがいかなるものであり、いかなる
系統に属するものであるのかを理解し、その
うえで、現場が抱える諸問題を考慮しつつ、
「ケアの現象学」を展開することが目指され
た。その際、「ケア」という語の持つ拡がり
を考慮し、看護ケアを中心としつつも、医療、
介護、福祉、心理臨床などにおける「ケア」
も視野に入れながら、広い意味での「ケアの
現象学」を構想することが目指された。 
 
(2) 現象学を専門とする研究者と看護学を専
門とする研究者とが共同し、社会福祉、理学
療法に関わる研究者も加わって、これらの方
面での現場従事者とも連携しながら、看護を
中心とする広い意味での「ケア」の現象学の
基礎的研究の充実とさらなる展開とを図る
ことが、本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
(1)フッサールを創始者としてハイデガーや
メルロ＝ポンティらに批判的に受け継がれ
ていった現象学の思想的展開に関する共通
の理解の地盤をまず形成し、それに基づいて、
従来のさまざまな現象学的看護理論、さまざ
まな現象学的アプローチの特徴とそれらの
間の相互関係を把握することに努めた。 
 
(2) 上記(1)に基づき、研究代表者並びに研究
分担者は、現象学の方法論、緩和ケア、精神
科医療、社会福祉領域、理学療法等、各自の
専門領域において、「ケアの現象学」の基礎
的確立に寄与しうる個別研究に取り組んだ。 
 

(3) 年に 3～5 回程度の研究会を開催し、研
究代表者並びに研究分担者の個別研究を相
互に検討し合うとともに、外部から看護学の
専門家や緩和ケアの現場従事者を招いて、研
究交流を行い、ケアの現象学の展開の可能性
を探ることを試みた。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 21（2009）年度は、研究遂行の具体
的手順を全員で確認したあと、広い意味での
「ケアの現象学」の新たな展開に向けて、
各々の立場、専門領域から個別研究を開始す
るとともに、計４回の共同研究会を行い、ま
ずは「ケアの現象学の基礎」を固めるべく、
従来の「現象学的看護研究」の特徴を再確認
すると共に、北欧で展開されている新たな現
象学的アプローチを学んだり、研究協力者河
正子氏を招いて緩和ケアの実情を学んだり
して、共同研究の実を深めた。 
 平成 22（2010）年度は、新たに現象学的
社会学を専門とする西村高宏を研究分担者
に加え、各自の個別研究をさらに進めた。ま
た、それとともに、計 5 回の共同研究会を開
催し、その研究成果を互いに検討し合い、広
い意味での新たな「ケアの現象学」の形成に
向けて、その方向性を探る作業を行った。そ
のうち２回の研究会では、外部から、我が国
における現象学的看護研究の先駆者である
池川清子氏、ならびに研究協力者で緩和ケア
の専門家である田村恵子氏を招いて講演を
していただき、研究交流を行った。 
 平成 23（2011）年度は、以上の研究活動
を踏まえ、「ケアの現象学」に関する各自の
個別研究を一層進めるとともに、共同の研究
会において、それら個別研究を互いに検討し
あい、新たな、広い意味での「ケアの現象学」
の形成に向けて、共同でその方向性を探り、
研究成果をまとめることを目指した。東日本
大震災の影響が案じられたが、計３回の研究
会を開催することができ、外部の看護学研究
者を招いての研究交流も行った。 
 
(2) 研究代表者並びに研究分担者各自の 3 年
間にわたる個別研究の成果は以下の通りで
ある。 
 代表者、榊原哲也は、まずフッサール現象
学の方法に関する基礎的包括的研究を行な
うことによって、現象学における認識論的ア
プローチと存在論的アプローチとの違いと
それらの相互関係を明確化し、それを踏まえ
て、従来の現象学的看護理論の基本的論点を
見極める作業を行った。その結果、従来の看
護研究における「現象学的アプローチ」にも、
大きく分けて認識論的なものと存在論的な
ものとがあり、最終的には両者が相補い合う
ことによってこそ、十全な現象学的看護研究
が成立しうることが明らかになった。また、



 

 

現象学が創始者フッサールにおいてそうで
あったように、現象学的看護研究も「事象そ
のものの方から」立ち上げられるべきもので
あり、その意味で、事象そのものに即した「ケ
アの現象学」の今後の可能性が広く開かれて
いることを明らかにした。さらに、自殺に傾
く人や不安障害患者のケアに関する現象学
的考察を行い、ベナー／ルーベルの現象学的
看護論を支える現象学的人間観が、一定程度、
有効であることを示した。 
 分担者、浜渦辰二は、現象学と精神医学の
関連のなかで「ナラティヴとパースペクティ
ヴ」の問題を考察しつつ、高齢者医療と終末
期医療におけるケアの現状を調査するとと
もに、その問題点を理論的に考察した。また、
その延長線上で、伝統的ケア理論と現代の臨
床的場面とを繋ぎながら、「こころ」のケア
への現象学的アプローチを検討した。さらに、
高齢社会における医療・看護・介護に焦点を
当てながら、現代のケア学と臨床的場面とを
照らし合わせつつ、ケアへの現象学的アプロ
ーチを検討した。 
 分担者、西村ユミは、多分野で現象学的研
究に取り組んでいる者とともに、各分野にお
ける現象学的研究の特徴を議論するととも
に、看護やケアの領域においてなぜ現象学的
研究が求められるのかを検討した。また、「ケ
ア」にかかわる多分野の研究者と現象学的研
究の在り方を検討するとともに、病棟を異動
した看護師の経験を、現象学を手がかりにし
て記述し、同時に方法論を考察した。さらに、
現象学的研究の方法論、及び看護実践の編成
の仕方について、看護師のインタビューデー
タをもとに検討した。 
 分担者、守田美奈子は、現象学的研究方法
による看護研究の文献を検討し、看護ケア及
び緩和ケアを現象学的に探求するうえでの
方法論上の課題や分析方法について考察し
た。また、緩和ケア病棟でのフィールドワー
クに関して大学及び対象施設の倫理審査委
員会の承認を経て緩和ケア病棟での予備調
査（実習）を行い、現象学的視点から研究方
法を探った。さらに、緩和ケア病棟でのフィ
ールドワークと看護師 9名にインタビューを
行い、そのデータをもとに緩和ケアの実践知
について検討した。 
 分担者、和田渡は、患者をケアする看護者
が、自身の看護のあり方や看護の状況を踏ま
えて自己自身を配慮するという場面に焦点
をあてて、看護者のセルフケアの問題を考察
した。また、その問題を、看護者が患者の看
護をよりよいものにするために心得ておく
べきもののひとつとして位置づける考察を
行った。さらに、看護師のセルフケアに関す
る諸問題について一層立ち入って検討した。 
 分担者、村上靖彦は、治癒と発達の形式構
造について考察した。とくに身体とコミュニ

ケーションの構造に関して、心理臨床につい
て考察すると共に、自閉症との対比を行った。
また、心理臨床における治癒という現象のも
つ一般構造を一層立ち入って考察するとと
もに、看護研究や障害学の事例研究を行った。
さらに、看護師・助産師へのインタビューを
行うとともに、看護研究における現象学の使
用に関する方法論的な考察を行った。 
 分担者、福田俊子は、社会福祉領域におけ
る精神科ソーシャルワーカー17 名の調査結
果から「痛みを伴う臨床体験」に焦点をあて、
その意味を、現象学的アプローチを用いて考
察した。また、それまで行った精神科ソーシ
ャルワーカーを対象とした調査を「専門性」
をキーワードにして総括した。さらに、ソー
シャルワーカーのインタビューデータをも
とに、専門職業的自己の生成プロセスを「受
動性」や「痛み」の観点で検討した。 
 分担者、前野竜太郎は、臨床理学療法場面
における「ケアの現象学」的アプローチが、
患者との間にどのように浸透しているかを、
理学療法士との実際の対話を通じて明らか
にした。また、臨床現場で行われている重症
心身障害児への維持期理学療法から，どのよ
うなケアの現象学的アプローチが垣間見ら
れるのかについて，理学療法士へのインタビ
ューデータから解釈を行った。さらに、重症
心身障害，ALS，筋ジストロフィーなどの障
がいが慢性重度化した患者に対して，どのよ
うな「ケアの現象学」的アプローチが可能な
のかを探究した。 
 平成２２（2010）年度から分担者に加わっ
た西村高宏は、「身体化（embodiment）」や
「自己化（enselfment）」といったキーワー
ドを軸に展開される、〈身体〉に関する現象
学的社会学の最新の文献（障害学の文献も含
む）を読み解く作業をとおして、現象学的社
会学的視点からケア理論構築の可能性に関
する研究を行った。また、その研究成果を踏
まえながら、「道徳的アイデンティティ」と
「自己‐形成」に関する議論を展開し、ケア
理論の可能性についての考察を行った。 
 
(3) 以上のように、本研究においては、まず
「ケアの現象学」の基礎となるべき現象学的
哲学の基礎研究に基づいて、従来の現象学的
看護理論の特徴が明らかにされ、それを踏ま
えつつ、メンバー各自の専門領域において、
看護ケア、心理臨床、社会福祉、理学療法な
どにおける「ケアの現象学」の可能性が、一
定程度明らかにされた。ケアの現象学は、ケ
アの営みが多様であるのに応じて、多様な可
能性を有し、しかも、現象学そのものが「事
象そのもの」に即して「事象そのものの方か
ら」立ち上げられてきたものである以上、「ケ
アの現象学」もまた、多様な事象に即して、
それら事象そのものの方から立ち上げられ



 

 

るべきことが、明らかになったのである。 
 しかし同時に、そうした多様な「ケアの現
象学」の「方法」に関する諸問題に取り組む
必要性も明らかになった。「ケアの現象学」
は、自然科学的、医学的な先入見をカッコに
入れることで、具体的な生きられた経験に立
ち返り、それを記述するところから開始する、
という共通の方法的特徴を持ちはするもの
の、そこからさらにどのような「方法」によ
ってその経験にアプローチするかは、事象そ
のものの方から定まってくる。それゆえ「ケ
アの現象学」の方法論は、ケアの現象学の具
体的展開の中で開明されざるを得ないこと
も明らかになったのである。 
 したがって、「ケアの現象学」の今後の課
題が、医療、福祉、看護、心理臨床等の各々
の分野におけるケアの現象学をさらに具体
的に展開し、その中で方法論を練り上げ、さ
らにケアの現象学を現場に生かすべく、現場
との連携、組織化を図っていくことに存する
ことも、本研究の成果から浮き彫りになった。
本研究のメンバーを中核とし、さらに 2 名を
加えて新たに採択された科学研究費補助金
プロジェクト「ケアの現象学の具体的展開と
組織化」（平成 24 年度～平成 26 年度）では、
この課題の遂行が目指されるであろう。 
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